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鉱
業
法
第
六
条
の
二
の
鉱
物
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

政
令
第
四
百
十
三
号

鉱
業
法
第
六
条
の
二
の
鉱
物
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
鉱
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
第
六
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

鉱
業
法
第
六
条
の
二
の
政
令
で
定
め
る
鉱
物
は
、
次
に
掲
げ
る
鉱
物
と
す
る
。

一

海
底
又
は
そ
の
下
に
存
在
す
る
熱
水
鉱
床
を
な
す
金
鉱
、
銀
鉱
、
銅
鉱
、
鉛
鉱
、
そ
う
鉛
鉱
、
す
ず
鉱
、
ア
ン
チ

モ
ニ
ー
鉱
、
水
銀
鉱
、
亜
鉛
鉱
、
鉄
鉱
、
硫
化
鉄
鉱
、
マ
ン
ガ
ン
鉱
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
、
モ
リ
ブ
デ
ン
鉱
、
ニ
ッ

ケ
ル
鉱
、
コ
バ
ル
ト
鉱
、
ウ
ラ
ン
鉱
、
ト
リ
ウ
ム
鉱
及
び
重
晶
石

二

海
底
又
は
そ
の
下
に
存
在
す
る
堆
積
鉱
床
を
な
す
銅
鉱
、
鉛
鉱
、
亜
鉛
鉱
、
鉄
鉱
、
マ
ン
ガ
ン
鉱
、
タ
ン
グ
ス
テ

ン
鉱
、
モ
リ
ブ
デ
ン
鉱
、
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
及
び
コ
バ
ル
ト
鉱

三

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

附

則

こ
の
政
令
は
、
鉱
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成

二
十
四
年
一
月
二
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修
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G
G
G
G
G
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G
G
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G
G
G
G
G
G
G
G
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G
G
G

鉱
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

政
令
第
四
百
十
四
号

鉱
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
鉱
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に

鉱
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
第
五
十
九
条
第
三
項
、
第
八
十
四
条
第
三
項
、
第
百
十
八
条
第
二

項
及
び
第
百
三
十
六
条
、
海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊

に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
海
洋
水
産
資

源
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
号
）
第
九
条
第
一
項
第
一
号
並
び
に
経
済
産
業
省
設
置
法
（
平
成
十
一

年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
鉱
業
登
録
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

鉱
業
登
録
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
一
条
の
四
」
を
「
第
十
一
条
の
三
」に
、「

第
五
節

特
別
措
置（
第
八
十
二
条
e

第
八
十
五
条
）」

を
「

第
五
節

特
別
措
置
（
第
八
十
二
条
・
第
八
十
三
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
八
十
四
条
）

」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
当
該
鉱
業
権
の
鉱
区
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
経
済
産
業
局
に
お
い
て
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
が
」
に

改
め
る
。

第
十
一
条
の
二
を
削
る
。

第
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
経
済
産
業
局
長
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
」
に
、「
取
扱
」
を
「
取
扱
い
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
中
「
経
済
産
業
局
長
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条
の
二
と
す
る
。

第
十
一
条
の
四
第
一
項
中
「
経
済
産
業
局
長
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
」
に
改
め
、同
条
を
第
十
一
条
の
三
と
す
る
。

第
十
四
条
中
「
判
決
又
は
相
続
そ
の
他
の
一
般
承
継
に
よ
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号

を
加
え
る
。

一

判
決
に
よ
る
登
録

二

鉱
業
権
の
移
転
の
登
録

第
十
六
条
第
一
項
中
「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
、「
添
附
し
て
」
を
「
添
付
し
て
」
に
、「
経
済
産
業
局
長
」
を
「
経

済
産
業
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
中
「
同
一
の
経
済
産
業
局
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
（
第
八
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
申
請
に
関

す
る
経
済
産
業
大
臣
の
権
限
が
経
済
産
業
局
長
に
委
任
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
経
済
産
業
局
長
）」に

改
め
る
。

第
二
十
四
条
中
「
経
済
産
業
局
長
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
」
に
、「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
経
済
産
業
局
長
は
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
は
」
に
、「
左
の
」
を
「
次
の
」
に
、「
一
に
」

を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
且
つ
」
を
「
か
つ
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
外
」
を
「
ほ
か
」に
、「
経
済
産
業
局
長
」

を
「
経
済
産
業
大
臣
」
に
、「
基
く
」
を
「
基
づ
く
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
経
済
産
業
局
長
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
経
済
産
業
局
長
」
を
「
経

済
産
業
大
臣
」
に
、「
外
」
を
「
ほ
か
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
の
二
第
三
項
及
び
第
三
十
一
条
の
五
中
「
経
済
産
業
局
長
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
中
「
経
済
産
業
局
長
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
」
に
、「
ま
つ
消
し
な
け
れ
ば
」
を
「
抹
消

し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
予
告
登
録
）」を
付
し
、
同
条
中
「
左
に
」を「
次

に
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
審
査
請
求
」
の
下
に
「
若
し
く
は
異
議
申
立
て
」
を
加
え
、「
第
百
七
十
八
条
」
を

「
第
百
三
十
三
条
」
に
、「
訴
が
」
を
「
訴
え
が
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
取
消
に
」
を
「
取
消
し
に
」
に
、「
まb

つb

消
」
を
「
抹
消
」
に
、「
訴
が
」
を
「
訴
え
が
」
に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」に
、「
取
消
」

を
「
取
消
し
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条

に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

経
済
産
業
大
臣
は
、
前
条
第
一
号
の
異
議
申
立
て
が
あ
つ
た
と
き
は
、
職
権
で
予
告
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
三
十
八
条
の
前
の
見
出
し
中
「
まb

つb

消
」
を
「
抹
消
」
に
改
め
、
同
条
中
「
取
下
」
を
「
取
下
げ
」
に
、「
まb

つb

消
」
を
「
抹
消
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

経
済
産
業
大
臣
は
、
第
三
十
六
条
第
一
号
の
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
、
そ
の
却
下
の
決
定
を
し
た
と
き
、
そ
の

異
議
申
立
て
を
棄
却
す
る
旨
の
決
定
を
し
た
と
き
、
又
は
異
議
申
立
て
の
取
下
げ
が
あ
つ
た
と
き
は
、
職
権
で
予

告
登
録
を
抹
消
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
九
条
の
二
中
「
経
済
産
業
局
長
」
を
「
経
済
産
業
大
臣
」
に
、「
ま
つ
消
又
は
」
を
「
抹
消
又
は
」
に
、「
ま

つ
消
し
な
け
れ
ば
」
を
「
抹
消
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。
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